
2019 年 4月 2日 

株式会社ＴＫＣとの全国初の「海外ビジネスモニター（ＯＢＭonitor）」の 

ビジネスマッチング契約の締結について 

常陽銀行（頭取 笹島 律夫）は、このたび、株式会社ＴＫＣ（本社：栃木県宇都宮市、

代表取締役社長 角 一幸）と同社が開発した「海外ビジネスモニター（以下

「OBMonitor」）＊」についてのビジネスマッチング契約を締結しましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 

本契約の締結により、当行は、海外事業展開を行うお客さまへの支援メニューの

一つとして「OBMonitor」を紹介するサービスを提供します。また、両社が連携して

セミナーを開催する等、海外事業展開を行う当行のお客さま等をサポートしてまいります。 

なお、「OBMonitor」にかかる同社とのビジネスマッチング契約締結は全国の金融機関で

初となります。 

 当行は、今後とも、お客さまの海外事業における多様なニーズに積極的にお応え

するため、さまざまな取り組みを展開してまいります。 

＊海外現地法人の業績管理、不正牽制等を行うクラウドサービス。海外現地法人の会計データを

「可視化」し、業績管理、ミス・不正の発見・牽制、連結決算業務の効率化の支援早期化・効率化

を支援。 

記 

１．契約締結日 

  2019 年 4月 2日（火） 

２．ビジネスマッチング契約内容 

ビジネスマッチング 

契約内容 

・「海外ビジネスモニター（OBMonitor）」の当行のお客さま（海

外事業展開を行うお取引先）等への紹介サービスの提供 

３．株式会社ＴＫＣの概要 

会社名 株式会社 ＴＫＣ 

所在地 栃木県宇都宮市鶴田町１７５８ 

代表者 代表取締役社長 角 一幸 

設立 1966 年 10 月 22 日 

従業員数 2,225 名（2018 年 9 月 30 日現在） 

資本金 5,700 百万円（東証１部上場） 

ＵＲＬ https://www.tkc.jp/ 

   以 上 

https://www.tkc.jp/


 

 

 

【ご参考】 

■海外ビジネスモニター（OBMonitor）とは 

海外ビジネスモニター（https://www.tkc.jp/consolidate/obm/）は、海外子会社の

「仕訳データ」を現地の会計ソフトから収集し、ＴＫＣのデータセンターで「元帳」と

して一元的に管理して、親会社が常時確認できるようにするクラウドサービスです。これを

利用することで親会社では、多大なコストをかけることなく短期間で海外子会社の経営情報

を効率よく収集し、最新業績をいつでも確認できるとともに、監査ツールを活用したチェック

機能で不正処理の発見にも役立てることができます。 

 

 

 

＜調印式（2019 年 4 月 2日撮影、於：常陽銀行本店）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （左から）ＴＫＣ 角社長、常陽銀行 笹島頭取 

https://www.tkc.jp/consolidate/obm/

